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（1）

　
六
月
号

発
行
所
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
申
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
実
寺
内
）

　
　
オ
　
ニ
九
六
九

一色

b
　
幽
　
八
六
六
六

　
　
㈹
〇
三
一
三

振
替
東
京
ゴ
面
謁
O
O

発
行
人
　
阿
部
竜
伝

編
集
者
　
伊
東
三
子

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
祥

　
　
一
部
　
二
〇
円

長
野
大
会
に
参
加
し
ょ
う

全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
八
月
二
十
八

、
九
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
長
野
市
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
し
か
も

本
年
は
第
十
三
回
に
あ
た
る
の
で
、
地

元
長
野
県
仏
の
半
田
会
長
以
下
一
、
五

四
ニ
カ
寺
に
わ
た
る
会
員
各
位
の
物
心

両
面
に
於
け
る
努
力
は
、
一
に
大
会
の

成
功
を
期
し
て
盛
ん
な
も
り
上
り
を
見

せ
て
い
る
。

　
長
野
県
は
南
北
に
わ
た
る
広
大
な
面

積
を
有
し
て
い
る
が
、
山
遠
山
で
交
通

面
で
も
、
全
県
下
の
会
員
が
一
堂
に
会

す
る
機
会
も
少
く
、
し
た
が
っ
て
、
今

第
十
三
回

全
日
本
佛
教
徒
会
議

長
野
大
会
に
の
ぞ
む

組
織
局
長
黒
田
白
純

大
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
並
々
な
ら
ぬ

幾
多
の
障
害
が
あ
っ
た
こ
と
Σ
思
う
。

　
会
議
に
つ
づ
く
会
議
、
理
事
、
郡
市
会

長
の
人
々
は
泊
り
込
み
の
こ
と
も
再
三

に
及
び
、
厳
寒
の
寺
院
会
議
は
正
に
炎

暑
の
下
で
催
さ
れ
る
大
会
に
通
ず
る
、

け
わ
し
い
途
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
惟
う
に
十
三
回
に
及
ぶ
大
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
の
時
々
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画

を
持
ち
、
社
会
世
相
を
反
映
し
て
有
形

無
形
の
所
産
を
残
し
て
来
た
が
必
ず
し

も
満
足
す
べ
き
成
果
で
は
な
か
っ
た
と

思
は
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
今
日
迄
の
大

会
開
催
地
の
方
々
の
熱
意
、
又
は
全
国

各
地
か
ら
千
里
の
道
を
遠
し
と
せ
ず
に

参
加
さ
れ
た
幾
多
の
方
々
の
行
願
は
尊

く
、
あ
と
に
つ
づ
く
人
々
に
大
き
な
勇

気
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う

　
長
野
大
会
に
望
ま
れ
る
事
は
し
か
ら

ぼ
何
で
あ
ろ
う
か
、
細
長
い
日
本
地
図

の
中
で
海
の
無
い
県
、
若
人
が
押
せ
押

せ
で
登
る
山
岳
の
県
、
一
生
に
一
度
の

悲
願
を
い
だ
い
て
参
る
善
光
寺
の
あ
る

県
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
今
次
大
会
が

開
催
さ
れ
る
事
実
に
対
し
、
仏
教
徒
た

る
も
の
は
、
万
障
を
排
し
て
之
に
参
加

し
ょ
う
と
す
る
熱
意
を
持
つ
事
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
々
は

宗
旨
宗
派
も
違
い
、
各
々
そ
の
立
場
も

異
り
、
従
っ
て
何
を
第
一
に
議
せ
ん
と

す
る
か
は
論
の
わ
か
れ
る
処
で
あ
る
が

　
共
通
の
広
場
は
あ
る
筈
で
あ
る
し
、

又
さ
が
し
求
め
て
も
そ
こ
ま
で
到
達
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
思
う
。
冷
淡
な

る
傍
観
者
の
存
在
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
に
希
望
が
あ
り
苦
悩
が

あ
る
が
、
さ
さ
や
か
な
身
近
な
問
題
も

案
外
に
見
の
が
し
て
い
や
し
な
い
か
。

　
寺
院
護
持
の
問
題
、
檀
信
徒
教
化
の

問
題
等
は
、
住
職
一
人
の
力
で
は
ど
う

し
て
見
よ
う
も
な
い
。
地
域
社
会
に
於

け
る
連
携
が
好
く
な
さ
れ
て
い
る
か
否

か
に
よ
っ
て
、
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る

も
の
と
思
は
れ
る
、
た
と
え
ば
A
寺
で

法
要
や
行
事
を
催
す
と
し
て
も
近
接
の

B
寺
や
C
寺
が
連
携
し
て
呉
れ
な
け
れ

ぽ
集
る
人
々
も
少
く
、
実
効
は
挙
ら
な

い
し
、
一
歩
ま
ち
が
っ
て
、
B
寺
や
C

寺
が
反
対
の
挙
に
出
れ
ば
も
早
や
答
は

明
瞭
で
あ
る
。

　
地
域
社
会
の
仏
教
徒
が
提
携
し
て
一

人
寺
院
の
み
に
限
ら
ず
外
護
の
任
に
あ

る
檀
信
徒
を
も
含
あ
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
強
化
し
て
行
く
処
に
、
新
興
宗
教

に
よ
る
侵
蝕
も
な
く
、
魏
魏
傍
観
の
悲

劇
も
な
く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
今
こ
そ
全
日
本
仏
教
徒
は
、
熱
情
を

も
っ
て
大
会
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
、

そ
し
て
会
議
を
開
こ
う
、
人
々
の
声
を

聞
こ
う
、
胸
襟
を
開
い
て
語
ろ
う
。

　
幾
多
の
諸
問
題
に
対
処
し
て
力
強
く

解
明
し
て
行
か
う
で
は
な
い
か
。

　
今
次
大
会
こ
そ
は
仏
教
徒
の
大
同
団

結
の
基
礎
を
か
た
め
、
更
に
は
世
界
の

諸
宗
教
と
提
携
し
て
真
の
平
和
を
招
来

せ
ん
が
た
め
の
原
動
力
た
ら
ん
事
を
切

願
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
会
開
催
に
至
る
迄
の
地
元
長
野
県

仏
、
市
仏
の
絶
大
な
る
御
尽
力
と
関
係

さ
れ
る
方
々
の
御
奉
仕
に
対
し
て
深
く

感
謝
す
る
と
共
に
、
今
次
の
大
会
が
大

成
功
を
お
さ
め
る
事
を
祈
念
し
て
止
ま

な
い
も
の
で
あ
る
。
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長
野
大
会
開
催
要
項

　
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
大
同
団
結
し
て
世

　
　
　
界
の
諸
宗
教
と
提
携
し
、
真
の
平
和
を

　
　
　
　
招
来
し
ょ
う
！
　
　
　
　
　
　
（
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　
　
（
趣
　
　
　
旨
）

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
十
三
回
を
迎

え
長
野
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

今
や
宇
宙
開
発
の
実
現
は
人
類
の
幸
福

を
招
来
す
る
や
否
や
、
実
に
そ
の
運
用

に
あ
り
と
痛
感
さ
る
る
の
時
、
東
南
ア

ジ
ア
の
一
角
に
お
い
て
は
世
界
戦
争
の

危
機
を
は
ら
む
よ
う
な
深
刻
な
様
相
を

み
せ
て
い
る
。

　
文
明
の
進
歩
が
一
切
の
不
安
を
解
き

人
類
を
も
ろ
も
ろ
の
苦
悩
か
ら
は
た
し

て
解
放
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
わ
れ

わ
れ
仏
教
徒
は
こ
の
冷
厳
な
る
現
実
を

直
視
し
今
こ
そ
大
同
団
結
し
て
世
界
の

諸
宗
教
と
提
携
し
、
真
の
平
和
と
人
類

福
祉
の
た
め
の
原
動
力
た
ら
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
当
面
せ
る
い
く
多
の

諸
問
題
に
い
か
に
対
処
す
る
か
、
具
体

的
な
討
議
考
究
を
遂
げ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
年
六
月
一
日

　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

期
目

定会
員場

記8
月
2
8
日
（
土
）
午
前
八
時
受
付

1
1
2
9
日
（
日
）
の
両
日

長
野
市
民
会
館
・
善
光
寺

二
、
五
〇
〇
名

参
加
申
込

　
1
、
参
加
資
格
　
全
日
本
仏
教
会
加

　
　
　
盟
団
体
の
推
薦
者

　
2
、
参
加
費
　
　
千
円

　
3
、
申
込
〆
切
　
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
厳
守
）

　
4
、
申
込
先
　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
　
　
3
の
一
（
本
願
寺
内
）
全
日
本

　
　
　
仏
教
会
大
会
事
務
局
宛

日
程
　
第
一
日
（
8
月
2
8
日
）
受
付
八
時

　
開
会
式
　
　
　
　
午
前
九
時

　
記
念
講
演
　
　
　
〃
十
時

　
総
会
　
　
　
　
　
　
1
1
十
時
四
十
分

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
無
形
文
化
財
諏

　
訪
太
鼓
）
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

　
休
憩
・
中
食
　
　
　
十
二
時

　
各
部
会
　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

第
一
部
会
（
諸
仏
組
織
・
文
化
関
係
）

　
　
　
　
　
工
大
本
願

第
二
部
会
（
全
話
総
務
・
国
際
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
寛
慶
寺

第
三
部
会
（
男
時
活
動
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
市
民
会
館

第
四
部
会
（
仏
青
活
動
関
係
）

　
　
　
　
　
於
市
民
会
館
ホ
ー
ル

第
五
部
会
（
担
信
徒
教
化
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
大
勧
進

　
第
二
日
　
　
（
8
月
2
9
日
）
受
付
八
時

　
　
　
　
　
三
十
分

　
　
総
会
　
　
　
午
前
九
時

　
　
閉
会
式
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

置
観
光
出
発
　
　
午
後
二
時
（
予
定
）

宿
泊
①②

宿
泊
費
千
三
百
円

　
　
　
　
（
一
泊
二
食
）

申
込
先
　
長
野
市
善
光
寺
大

勧
進
大
会
事
務
局
宛

観
光
①
A
コ
ー
ス

○△○

善
光
寺
遊
覧
、
戸
隠
飯
綱
高
原
～

観
光
と
リ
ン
ゴ
狩
り
　
　
　
　
　
脇

所
用
時
間
　
三
時
間
　
　
　
　
脚

料
金
　
　
七
百
円
。
　
　
鯉

（
摯
－
雲
上
殿
（
参
拝
）
　
　
　
協
力

〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
”

△
（
行
程
）
　
　
　
…
な
っ
た
。

　
　
　
豊
口
行
寺
一
下
上
殿
（
参
拝
）
1
購
◎
第
十
五
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴨
動
中
央
行
事

　
　
　
（
遊
観
）
一
上
山
田
温
泉
泊

　
　
　
一
級
旅
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
第
十
五
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
C
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
実
施
要
綱
に
基
き
、
中
央
実
施
委
員
会

　
○
　
志
賀
高
原
観
光
と
渋
温
泉
い
で
晒
は
次
の
運
動
を
企
画
、
実
施
す
る
。

　
　
　
湯
の
旅
　
　
　
　
～
－
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌

　
　
　
料
金
三
千
円
（
一
泊
二
食
）
　
馳
　
及
び
各
官
公
署
・
団
体
の
発
行
す
る

　
△
（
行
程
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
　
機
関
誌
に
よ
る
広
報
活
動

　
　
　
善
行
寺
一
志
賀
高
原
観
光
（
丸
〃
2
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
運

、
～
噸
ρ
喚
～
｝
曇
ヤ
ρ
h
～
、
’
唱
。
覧
｝
コ
《
、
’
ミ
．
軋
暫
’
鴨
p
へ
『
～
、
タ
、
～
7
“
、
・

糖
鐸
顕
泣
輪
繕
励
蹄
翻
脳
講

し
ょ
う

て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
進
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
き
ず
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
あ
る
。

二
、
名
称
第
十
五
回
「
社
会
を
明
る

　
　
　
　
　
く
す
る
運
動
」

三
、
重
点
目
標
　
　
「
暴
力
の
排
除
と
更
、

　
　
　
　
　
生
保
護
の
強
化
」

地
域
社
会
に
お
け
る
暴
力
排
除
の
機
運

を
一
層
高
め
、
暴
力
犯
罪
、
と
く
に
組

織
暴
力
の
絶
滅
を
期
す
る
こ
と
と
し
、

あ
わ
せ
て
、
全
国
民
の
理
解
と
趨
力
の

も
と
に
、
こ
れ
ら
の
組
織
暴
力
の
温
床

と
な
る
非
行
青
少
年
に
重
点
を
置
き
っ

つ
、
広
く
社
会
に
復
帰
し
ょ
う
と
す
る

も
の
に
対
す
る
更
正
保
護
の
強
化
開
門

を
は
か
る
も
の
と
す
る
。

四
、
期
間
　
昭
和
四
十
年
七
月
中

五
、
主
唱
　
法
務
省

六
、
組
織
　
こ
の
運
動
の
実
施
と
推
進

に
あ
た
る
た
め
、
中
央
と
地
方
に
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会
を

お
く
。
中
央
実
施
委
員
会
及
び
地
方
実

施
委
員
会
を
置
く
。

七
、
運
動
の
方
法

　
こ
の
運
動
の
趣
旨
、
目
標
を
す
べ
て

の
国
民
に
周
知
徹
底
し
、
地
域
住
民
の

関
心
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
広
報
宣
伝

を
行
な
う
と
と
も
に
、
学
校
、
職
場
お

よ
び
地
域
に
お
け
る
各
種
団
体
の
積
極

的
参
加
、
協
力
を
得
て
、
諸
々
の
運
動

を
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。

．勢，T　　　ψ‘一

　’
喩’

岬　r一　　一一
「．ヤL　智覧



（3） 第3種郵便物認可二 仏 通 信 昭和40年5月25日

昭和39年度財団法人
　　全日本仏教会

歳入歳出決算書
金
金

金
金
金

1
　
1
匪
「
　
i
I
凸

　歳

13，475‘000円

12，861，343円

　歳

13ジ475，000円

12，840，814円

　20，549円

　19，442円

　　　683円

　　　424円

　入

歳入予算額

歳入決算額

　出

歳出予算額

歳出決算額

歳計剰余金

　　　銀行預金（40年度繰越）

　　　振替貯金（　　〃　　）

　　　　〃　（　〃　　）
（175円銀行預金退職積立金）

昭和39年度財団法人全日本仏教会

　　歳　入　歳　出　決　算
　　　　　歳入　の　部

2総　　務
　局　費

　科．

款

1・711・…！・38乳5・・1

1会議費
　　　1一　
741，000亀　526，980
　　　1

事
工
員
費

　
　
議

理
会
評
会

1
　
一
2
　
「

81・…12α4・・1

110・000i　45・600

．
費

議
・
会－

一
4
1

i3貧難2・α・・d12＆・971

　
　
　
　
　
　
　
　

一
事
費
査
費
料
費

通
弁
　
究
　
成

共
処
調
子
資
作

2
項
一
3
一
4

　　　　
350，0001　332，883

220，000　　214，300

200，000　　191，380

頁目零預算劉購．
　　i一一　　　11，9．i－o，℃bbfτ」233；一50b

115α…擁64・1

5渉外費 14・α…38島2・・l

　　　　　　　　I3鴛響

1負担金
鷹蒼婆⊥1α62α…11α35a4・・

金
納
金

付

収
羅
越

、
実
入
金

寄
未
徴

∩
∠
3

金
一
基
雑
繰

4一

T
一
6

2貢留劉1・29α…87易1991
　　　　　　　4二丁dσ0　　　　　　　　　　　　470，00α

100，0001　　　105，00α

　　　　　　i　　　l10，475，0001

歳入計113，745，00012，861，3631

35，000　　　　35，3501

95σjoOO11，gbo3551

　　　　　17，1581

歳半　出　の　部

　科
断　「項

脚…回43易・551

目目…1予論決鯛備考

1事務総局費
乙36乙・。・瞬・3gi

1人傾1 ト84ろ00。i缶8。宕09ゴ1

醸
俸
薦

嘉ト33α叫328・4・・；

調1，・8劣…11・・6動733i

3厚生費｛2・α…t17易9581

4海墜123象…i23到・叩［

媒瑚
1・25α…11・251・4571

．1 D室箋45α…145軌…i

2通韻i4・α…14・馬・11i

3消縮i5α…151，41・1一

胱網2α…1乳・1・
　　　　　　　　　　　　　5備品費150，000167，0161
　　　　　　　　　　　　1
．6印刷費15α…113661・1

1組織
　強化費

「55α…145＆979｝

織
費
教

ヒ　

ｧ

　
」
内

組
強
国

－
　
一
2

700，000　　458，752：

徒会議17・α…169＆752i

2時　局
　対策費

17・②…171傷28・

3弘繍 15・9…155＆・44

1機関誌
　発行費

　　化14文
丁半1

17雑諸費】3α…2免34・1

　　　　　　　　450，000’@462，192i
　　　　　　　l

腿骨箋11・α…！9易85・i

15国際
　局費1

18・α…レ4缶574i

1文化…
　会議費i

2教化費

3旅剰

3・α…29易2111

15・②…i451・363i

7・α…168＆491i

｝4購1 i6・α…16・q…

講
会
教
諸

1
　
一
2

翼15¢…i19乙897！

箋｝35α・・α25到466i

ig1α…9・乳7661

1国　際
運動費

191α…9・動7661

1繍鍵纏、3・α…131到135｝

6雑費1

鍛藩i16α…i14a24・L

一儲45¢…！44a3911

π…い蜘
7予劇 80・oool　　o　｛「杢量：888≦凹目叢；室皇…

歳　　出　　計 13，475，　000　　　12，　840，　814i

上記の通り，昭和39年度本会事業報告並びに決算報告致し
ます。　　　昭和40年4月23日

　　　　　　財団法人全日本仏教会
　　　　　　　理事長　蓑　輪　英　章印
監査の結果，証慧も完備し収支が適正に行なわれていたこ
とを認めます。

　　　昭和40年4月23日
　　　　　　財団法人’全日本仏教会
　　　　　　　　監事　藤川　博印
　　　　　　　　監事　　長　岡　慶　信印
　　　　　　　　監事　　萩原大螢印

生
野
」
一
華
琶
孟
■
夢
茎
馨
，



．
　
鑑

昭和40年5月25日　　（4）信通仏全第3種郵便物認可

昭
和
三
十
九
年
度

財
団
法
人
全
日
本
仏

教
会
事
業
報
告
並
び

に
決
算
書

　
事
業
報
告
書

事
業
の
報
告

ω
　
加
盟
仏
教
団
体
相
互
の
連
絡
、
提

　
携
お
よ
び
親
陸

　
六
月
　
新
潟
地
震
対
策
協
議
会
開
催

　
　
し
、
新
潟
、
山
形
、
秋
田
県
仏
教

　
　
会
を
通
じ
て
見
舞
金
品
を
送
付
。

　
七
月
　
山
陰
、
北
陸
水
害
に
対
し
て

　
　
見
舞
金
品
を
島
根
仏
教
会
を
通
じ

　
　
て
送
付
。

　
九
月
　
日
本
仏
教
文
化
会
議
金
沢
、

　
　
七
尾
大
会
に
出
席
。

十
一
月
　
長
野
県
仏
教
会
と
の
懇
談
会

　
　
出
席
（
開
催
）
．

　
一
月
　
神
奈
川
県
仏
教
会
総
会
に
出

　
　
席
。

　
　
北
海
道
冷
害
救
援
運
動
に
着
手
。

　
二
月
　
長
野
県
仏
教
会
理
事
会
お
よ

　
　
び
大
会
委
員
会
出
席
。

幻
　
仏
教
々
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お

　
よ
び
促
進

　
六
月
　
第
一
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会

　
　
議
静
岡
大
会
開
催
。

　
七
月
　
全
仏
講
習
会
開
催
。

③
　
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の

　
連
絡
。

　
四
月
　
墓
地
問
題
打
合
会
開
催
。

　
　
仏
教
書
道
社
設
立
発
起
人
会
出
席

　
五
月
　
墓
地
問
題
連
絡
会
開
催
。

　
八
月
　
東
京
高
裁
墓
地
行
政
訴
訟
控

　
　
訴
棄
却
判
決
下
る
。

十
一
月
　
政
府
派
遺
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
宗

　
教
代
表
推
薦
方
依
頼
を
日
本
宗
教
連

　
盟
宛
な
す
。

　
一
月
　
参
議
院
議
員
選
挙
に
際
し
て

　
　
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い

　
　
合
わ
せ
。

　
二
月
　
農
地
問
題
に
つ
い
全
国
農
地

　
　
同
解
放
者
盟
全
国
会
長
会
に
出
席

ω
　
仏
教
界
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
研

　
究
。

　
七
月
　
北
海
道
仏
教
会
連
盟
組
織
強

　
　
化
の
た
め
地
元
と
懇
談
会
開
催
。

　
九
月
　
東
西
哲
学
者
会
議
出
席
者
歓

　
　
迎
報
告
会
開
催
。

　
十
月
　
仏
教
系
学
校
の
組
織
調
査
を

　
　
行
う
。

　
　
加
盟
団
体
の
基
礎
資
料
作
成
の
た

　
　
め
調
査
。

　
一
月
　
各
宗
の
檀
信
徒
の
組
織
お
よ

　
　
び
教
化
の
た
め
調
査
。

㈲
　
一
宗
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育

　
成
　
四
且
　
読
売
ラ
ン
ド
仏
舎
利
奉
迎
式

　
　
典
協
力
。

　
　
第
三
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
東
京

　
　
大
会
開
催
。

　
六
月
　
日
本
仏
教
文
化
会
議
京
都
大

　
　
会
開
催
。

　
　
地
域
仏
教
研
修
会
並
に
仏
教
文
化

　
　
講
演
会
開
催
。

　
七
月
　
地
域
仏
教
研
修
会
（
富
良
野
）

　
　
開
催
。

　
　
全
仏
講
習
会
を
札
幌
で
開
催
。

　
八
月
　
現
代
仏
教
芸
術
院
展
協
賛
。

　
九
月
　
読
売
ラ
ン
ド
仏
舎
利
遷
座
法

　
　
要
に
つ
き
協
賛
。

　
　
読
売
ラ
ン
ド
の
仏
舎
利
聖
は
つ
奉

　
　
迎
式
典
に
つ
き
協
賛
。

十
二
月
　
目
黒
仏
教
会
成
道
会
出
席
。

　
　
神
奈
川
県
仏
教
徒
会
議
出
席
。

⑥
　
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

　
仏
教
諸
団
体
と
の
連
絡
。

　
五
月
　
大
韓
仏
教
曹
漢
宗
宛
日
韓
仏

　
　
教
交
流
に
つ
き
照
会
。

　
　
W
F
B
日
本
麦
部
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
報
告
書
送
付
。

　
十
月
　
日
本
仏
教
徒
沖
縄
訪
問
に
つ

　
　
き
、
便
宜
供
与
方
を
沖
縄
仏
教
会

　
　
へ
依
頼
。

　
　
海
外
物
故
者
追
悼
法
要
に
協
力
せ

　
　
る
在
外
各
宗
代
表
者
へ
礼
状
送
付

十
一
月
　
香
港
仏
教
会
僧
伽
連
合
会
へ

　
　
訪
日
に
つ
き
照
会
。

十
二
月
　
日
米
沖
縄
戦
々
没
者
追
悼
万

　
　
国
平
和
祈
念
団
の
派
遣
に
つ
き
沖

　
　
縄
仏
教
会
へ
便
宜
供
与
依
頼
。

㊥
　
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
お
よ

　
び
協
力

十
一
月
　
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
印

　
　
度
大
会
へ
代
表
派
遣
。

⑧
　
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際

　
親
善
お
よ
び
文
化
の
交
流
と
促
進
。

　
四
月
　
仏
舎
利
奉
持
セ
イ
ロ
ン
仏
教

　
　
代
表
団
歓
迎
会
開
催
。

　
　
全
日
本
仏
教
会
戦
長
ブ
ラ
ジ
ル
文

　
　
化
功
労
章
受
章
。

　
五
月
　
ネ
ー
ル
印
度
首
相
の
死
に
対

　
　
し
、
印
度
政
府
へ
弔
電
。

　
　
印
度
大
菩
提
会
事
務
総
長
ヴ
ア
リ

　
　
シ
ン
ハ
師
歓
迎
会
開
催
。

　
六
月
　
訪
デ
ン
マ
ー
ク
仏
書
贈
呈
日

　
　
本
仏
教
親
善
使
節
団
派
遣
。

　
　
印
度
首
相
ネ
ー
ル
氏
追
悼
法
要
修

　
　
行
。

　
八
月
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団
礼
拝

　
　
寺
院
設
置
に
つ
き
、
在
日
各
国
大

　
　
公
使
館
へ
通
知
。

　
　
訪
日
中
国
仏
教
代
表
団
歓
迎
会
開

　
　
催
。

　
　
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
統
一
総
会
へ
国

　
　
訳
一
切
経
送
付
。

　
十
月
　
南
ベ
ト
ナ
ム
　
ト
ム
・
ヂ
ヤ

　
　
ッ
ク
師
歓
迎
会
開
催
。

十
二
月
半
セ
イ
ロ
ン
国
立
大
学
よ
り
の

　
　
要
請
に
つ
き
、
各
宗
派
へ
依
頼
（

　
　
仏
豫
等
）

　
一
月
　
大
谷
よ
し
雄
参
議
員
訪
ベ
ト

　
　
ナ
ム
に
つ
き
、
現
地
仏
教
会
へ
連

　
　
絡
。

　
　
香
港
仏
教
代
表
来
日
。
接
待
。

創

二
月
　
政
府
派
遣
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
遺

　
骨
収
集
団
宗
教
代
表
安
息
師
帰
国

歓
迎
会
開
催
。

　
セ
イ
ロ
ン
台
風
救
援
金
募
集
を
加

　
盟
各
団
体
へ
要
請
。

三
月
　
マ
ラ
ラ
セ
ヶ
ー
ラ
博
士
歓
迎

会
開
催
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
犠
牲
者
追
悼
法
要

　
修
行
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
と
の
懇
談
会
開

・印
期由3

　
　
催
。

⑨
　
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

　
必
要
な
事
業

　
九
月
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
集
英
文
仏

　
　
教
門
発
行
。

　
十
月
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
礼
拝
所
開
所

　
　
式
。

　
十
月
　
N
T
V
放
送
番
組
で
抗
議
。

十
一
月
　
真
言
宗
各
派
合
同
教
学
大
会

　
　
協
賛
。

度
仏
跡
巡
拝
・
各
国
訪
問
団
募
集

間

一、

ｷ
　
程

、　　、　　、

資人置

格員用

一
、
〆
　
切

一、

¥
　
込

主
　
催

第
騙
班
、
十
一
月
六
日
（
土
）
出
発
、

十
二
月
三
日
（
金
）
帰
国
、

第
二
班
、
十
一
月
十
三
日
（
土
）
出
発

十
二
月
十
日
（
金
）
帰
国

夫
々
二
十
八
日
間

タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
印
度
、
ネ
パ
ー
ル
、

セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
、
香
港
、

台
湾
金
五
十
五
万
四
千
円

両
班
と
も
二
十
名
石

加
盟
宗
派
、
県
仏
、
団
体
の
推
ぜ
ん

す
る
方
で
僧
俗
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

九
月
末
日
迄

全
町
国
際
耳
あ
て
、
日
程
落
掌
は
国
際

局
に
ご
ざ
い
ま
す
。

直
通
電
話
幽
二
九
六
九
番

　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

　　　　←　曹一　　　ノ・噸F㍉弁母ヒ響騨轄研曙了騨琴ド　　　　　　　一

一一『
＿ト　’ヨ幽

うド


